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陸
雛
留

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
年
二
回

医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
二
回
目
を
今
月
の
中
ご

ろ
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
医
療
費
の
実

際
を
お
知
ら
せ
し
、
健
康
の
大
切

さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
発

展
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
で

す
。　
★
国
保
の
届
出
は

　
　
　
　
す
み
や
か
に
〃
”

　
就
職
を
し
て
社
会
保
険
に
加
入

し
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
証

を
持
っ
て
役
場
へ
届
出
ま
し
ょ
う
。

十
旦
魏
鍛
講
課
沼

地　
去
る
十
一
月
十
八
日
、
十
日
町

市
民
会
館
に
お
い
て
、
郡
市
の
青

少
年
を
取
り
ま
く
地
域
の
環
境
浄

化
に
つ
い
て
、
郡
市
P
T
A
連
合

会
、
青
少
年
育
成
市
町
村
民
会
議
、

警
察
署
、
商
工
会
、
高
等
学
校
な

ど
の
関
係
者
四
十
数
名
が
集
り
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

☆
十
日
町
警
察
署

　
最
近
、
少
年
の
非
行
行
為
の
増

加
は
著
し
く
、
毎
年
十
五
％
く
ら

い
の
上
昇
を
み
て
い
ま
す
。
少
年

の
非
行
の
ほ
と
ん
ど
は
万
引
で
す
。

　
ま
た
、
暴
走
族
や
、
夜
遊
び
族

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
不

純
異
性
交
遊
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な

ど
が
伴
い
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

☆
中
学
校
、
高
等
学
校

　
十
日
町
市
商
工
会
議
所
に
は
、

万
引
の
通
報
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
通
報
の
場
合
は
、
本

人
が
い
る
内
に
通
報
し
て
欲
し
い
。

最
近
は
、
偽
名
を
使
う
た
め
、
せ

っ
か
く
通
報
し
て
い
た
だ
い
て
も

だ
れ
が
し
た
の
か
解
ら
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
暴
走
族
、
夜
遊
び
族
に

社
会
人
で
職
を
持
た
な
い
少
年
が

入
る
と
、
複
雑
な
問
題
に
な
り
解

決
が
難
か
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
無
職
の
少
年
対
策
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
　
●

　
こ
の
よ
う
な
問
題
が
提
起
さ
れ

今
後
、
広
域
的
に
青
少
年
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
対
策
を
講
じ
、
環
境
の

浄
化
と
青
少
年
非
行
防
止
を
図
っ

て
行
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。（
中
里
町
青
少
年
健
全
育
成
村
民

　
会
議
事
務
局
）

12

湘
繊
庵
の
】

晒
魯
整
僕

12
月
13

日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

　
　
　
津
南
病
院
（
大
割
野
）

曾
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

20

日
　
山
口
医
院
（
下
条
）

　
　
　
　
　
曾
5
の
2
0
0
3
番

27

日
　
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

29

日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
）

　
曾
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

30

日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
）

　
　
　
　
　
曾
8
の
2
0
3
9
番

31

日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番

－
月
1
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

2
日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番

3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
）

密
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

10

日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

　
　
　
津
南
病
院
（
大
割
野
）

曾
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

15

日
　
山
口
医
院
（
下
条
）

　
　
　
　
　
曾
5
の
2
0
0
3
番

17

日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
）

曾
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

24

日
　
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
留
7
の
3
0
1
8
番

31

日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
）

　
　
　
　
　
曾
8
の
2
0
3
9
番

“
郷
土
な
か
さ
と
”

　
　
発
行
の
案
内

　
村
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
十

二
月
の
F
旬
に
、
中
里
村
史
資
料

集
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
村
史
編
さ

ん
の
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、
今
ま
で
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
貴
重
な
史
料
を
紹
介
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

☆
本
の
題
名
　
郷
土
な
か
さ
と

☆
内
容
　
・
中
里
村
の
自
然

　
　
　
　
・
中
里
村
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
・
村
史
編
さ
ん
の
構
想

　
中
里
村
の
植
物
方
言
、
中
林
、

田
沢
遺
跡
、
重
地
村
御
検
地
、
用

水
潅
概
用
操
穴
（
ト
ン
ネ
ル
）
堀

り
、
関
東
大
震
災
と
田
沢
村
な
ど

と
て
も
興
味
深
い
も
の
が
載
っ
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
中
旬
申
込
み
を
取
る
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ

さ
い
。
　
村
史
編
さ
ん
係

（
総
合
セ
ン
タ
ー
内
曾
二
〇
八
○
）

さと窃．舞

促
Ω

鱈じ　　力㌧

ゼ
！
σ
ク
ロ
ー
ス
b

お
身
紙
づ
い
驚

　
　
　
　
　
　
娩

　
　
　
　
砺

　
　
　
“
ち

　
　
　
　
翌
・

ど
畝

見
ゼ
《
ご
ら
ん
，
、

催魏．・・

　轡、評る
え　　　　　しどご
1　　一　 財な“と9　　　　　　鴨●　彗妙、7
！マ　　　グ＿　　いひ1

ご
と
7
ー
．

ど
“
い
ひ
ヒ
っ
．

し
な
さ
い
ッ
、
一
曳
ミ

　
　
　
　
　
　
ノ

　
一
グ
ド
＞
み

噸

護
労働者に

が次のと

新潟県最低賃金

　新潟県内で働くすべての労働者に

適用する、新潟県最低賃金が次のと

おり改正されました。

　一・日………2，896円

　（ただし、時間給の労働者は、一

時間362円）

　効力発生日　昭和56年10月12日

郵便局からのお願い

　年末は大変繁忙になりますので、

下記事項をお守りください。

☆「小包Jは遅くとも20日迄に速達

　小包として出してください。

☆「年賀状」は22日迄にお出しくだ

　さい。

☆郵便番号や肩書、番地をハッキリ

　と書いていただくようにお願いい

　たします。

の
￥
㊥
・
㊥
・
⑱

＊
産
　
声

拓
也
（
上
原
純
一
）
田
中

め
ぐ
み
（
南
雲
　
信
雄
）
重
　
地

裕
　
子
（
徳
井
　
豊
重
）
堀
之
内

＊
高
　
砂

（新
郎
藤
田
正
光
宮
中

新
婦
　
小
海
　
幸
子
十
日
町
市

（新
郎
　
尾
身
　
春
夫
十
日
町
市

新
婦
　
桑
原
　
信
子
　
田
　
代

（新
郎
石
澤
修
吉
田
中

新
婦
　
上
原
　
和
子
　
上
　
山

（新
郎
　
南
雲
正
一
郎
　
本
屋
敷

新
婦
　
滝
沢
　
綾
子
　
津
南
町

（　　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
山

新
郎
　
太
島
　
憲
一

新
婦
　
根
津
三
枝
子
十
日
町
市

（　　
　
　
　
　
　
　
　
六
日
町

新
郎
　
渡
辺
　
秀
一

新
婦
渡
辺
ト
ミ
子
宮
中

（新
郎
　
池
田
　
　
正
　
如
来
寺

新
婦
　
南
雲
　
康
子
　
本
屋
敷

（新
郎
　
村
山
　
英
敏
　
田
　
中

　
新
婦
　
樋
口
　
要
子
　
干
　
溝

（　
新
郎
井
ノ
川
正
芳
田
中

　
新
婦
　
井
ノ
川
ヒ
ト
ミ
　
如
来
寺

（　　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
出

新
郎
　
山
本
　
　
久

　
新
婦
　
羽
鳥
摩
也
子
　
本
屋
敷

（　新
郎
樋
口
　
良
隆
白
羽
毛

　
新
婦
　
水
落
　
睦
子
十
日
町
市

（　
新
郎
山
本
徳
重
小
出

　
新
婦
村
山
沙
百
梨
宮
中

（　新
郎
　
樋
口
　
勝
美
　
荒
　
屋

　
新
婦
　
小
野
塚
代
見
子
　
津
南
町

（　　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
田
沢

　
新
郎
　
村
山
　
清
一

　
新
婦
　
高
橋
三
枝
子
　
川
西
町

騎
躯
6
9
上
山

樋
ロ
マ
ッ
イ
　
　
58
　
　
西
田
尻

南
雲
佐
武
郎
　
　
58
　
　
堀
之
内



N遷

（21ヒ広報噸かマ』305弱．12、10ヒ◎’マ広報噸3）　Nb305　56．12．10

保確路
で＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊の協力

国道117号線がこのとおり

＊
…
－
讐
φ
壕
竃
茎
♂
書
は
、
萬
に
住
む
．
…
＊

＊
…
入
た
ち
髪
謬
、
都
会
の
憂
ち
が
瞳
れ
至
う
．
．
．
．
－
＊

＊
…
…
な
ロ
マ
ン
チ
洩
グ
な
も
砺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
…
…
＊

＊
…
…
も
新
し
い
今
年
憎
月
の
豪
雪
ば
、
自
然
の
力
を
ま
ざ
…
：
＊

＊
…
…
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
、
雷
国
に
住
む
わ
た
し
た
ち
に
大
．
・
．
：
．
＊

＊
…
…
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
ば
雪
国
に
…
…
＊

＊
…
…
生
ま
れ
住
ん
だ
ご
と
を
嘆
く
よ
り
も
、
皆
の
力
で
雪
…
…
＊

＊
…
…
を
克
服
し
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
．
．
．
．
．
．
＊

記
録
的
な
豪
雪

　
今
年
の
冬
は
、
昭
和
二
十
年
以

来
の
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
各
地
に
大
き
な
被
害
が
で
ま
し

た
。
村
で
も
、
一
月
七
日
に
、
雪
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
豪
雪
に
対
処

し
ま
し
た
。

　
清
津
峡
小
土
倉
分
校
の
観
測
で

は
、
一
月
十
三
日
に
こ
の
冬
最
高覇

監 の
一
二
〇
セ
ン
チ
の
日
降
雪
量
を

記
録
し
、
一
月
二
十
日
に
は
五
三

一
セ
ン
チ
の
最
高
積
雪
を
記
録
し

ま
し
た
◎

　
雪
に
強
い
は
ず
の
飯
山
線
も
、

降
り
続
く
雪
に
は
勝
て
ず
、
必
死

の
除
雪
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
月
十
一
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で

の
二
十
二
日
間
運
休
を
し
、
三
月

一
日
に
よ
う
や
く
正
常
運
転
に
戻

り
ま
し
た
。

　
一
月
十
一
日
に
は
、
県
の
災
害

　
　
　
救
助
条
例
が
適
用
に
な
り
、

　
　
　
そ
の
後
十
四
日
か
ら
二
十

　
　
　
一
日
ま
で
の
間
災
害
救
助

　
　
　
法
が
適
用
さ
れ
、
村
内
に

　
　
　
住
む
一
人
暮
し
老
人
等
四

十
八
世
帯
の
人
た
ち
が
除
雪
費
の

援
助
を
受
け
ま
し
た
。

道の冬

　
今
年
の
豪
雪
で
は
、
村
内
の
い

た
る
所
で
、
水
つ
き
等
の
被
害
が

あ
い
つ
い
で
起
こ
り
ま
し
た
。

　
山
崎
、
田
中
、
小
原
、
桂
地
亘

で
は
、
流
雪
溝
に
雪
が
つ
か
え
水

が
あ
ふ
れ
出
て
約
九
十
四
戸
の
人

た
ち
が
床
上
や
床
下
浸
水
の
被
害

に
会
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
崎
付
近
の
国
道
二

七
号
線
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
水
と

流
雪
溝
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
の
た

め
に
、
一
時
は
川
の
よ
う
に
癒
り
凶

　
雪
掘
り
の
回
数
は
、
平
場
地
区

で
約
八
回
、
清
津
峡
方
面
で
低
、

十
～
十
三
回
で
し
た
。
ま
た
、
土

倉
、
倉
下
方
面
で
は
、
約
十
日
間

も
通
行
不
可
能
と
な
り
、
田
沢
方

面
へ
出
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

陸
の
孤
島
と
な
か
ま
し
た
。

　
田
代
、
小
出
地
区
で
は
、
雪
崩
に

よ
り
、
玄
関
が
壊
さ
れ
る
な
ど
の

被
害
が
あ
り
、
本
屋
敷
で
は
、
二

世
帯
く
六
人
）
に
非
難
勧
告
が
で
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ぬ

交
通
が
マ
ヒ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
，
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
噛
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

なんみ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

清津峡（潮戸口）

除雪の邪魔者・一一……★違法駐車★

冬場の除雪作業をする上で一番困るのは、違法駐車です。

冬、自分の家に車庫がないために、道路に車を停めておく人が見うけられ

ますが、除雪作業の邪魔になりますのでやめてください。

朝、早くから除雪をする人の気持ちを皆で考え、協力をしましょう。

圃
憲
遷
遷

、
爾
壷

轟
＼
　
・
霧
蕪
器
㌶
蟻

螂騰欝

卍

敷屋敷
⑦

量零　
内

　之

習

昭和56年冬期除・圧雪路線計画区

　　　　　　　　　　（中　里　村）

う
主要地方道小千谷・十日町・津醜線

齪2
o種

館
総
α

蔚日呵摯

○
夢承

雛義
輪

寒田訳

凡　　　　　例

一 常時2車線確保

唖＝ 皿
．常時1車線確保

A 1車線確保を目標とする

B プル又は雪上恥こよる圧

輝
　　釦寒寺

　⑫

山崎

◎
脳3

5
3

鱒
墨農　
羽

L
Q
塵饗

　　λ　ざ
東田尻

角問

O土倉○
肝勲緯

ア
ッ
ス
ピ
ー
ド

　
を
落
し
て
〃
”

　
私
た
ち
の
中
で
、
雪

水
の
は
ね
あ
げ
に
よ
る

被
害
に
、
一
度
も
会
っ

た
こ
と
の
な
い
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　
山
崎
の
中
心
街
で
は
、

傘
は
上
に
さ
す
の
で
は

な
く
、
横
に
さ
し
車
の

雪
水
の
は
ね
あ
げ
か
ら

消
暑
パ
イ
プ
は
い
い
で
す
ね

　
去
年
の
冬
か
ら
干
溝
の
通
町
驚

消
雪
パ
イ
プ
が
つ
き
ま
し
た
。

　
消
雪
パ
イ
プ
が
つ
い
た
お
か
げ
．

で
、
車
は
耀
ウ
も
出
入
り
す
蚤
こ

と
が
で
き
る
し
、
機
械
除
雪
の
と

き
と
違
っ
て
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に

よ
る
事
故
の
危
険
も
な
く
な
り
と

て
も
喜
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
道
路
沿
い
の
人
た
ち
は
、
な
る

べ
く
道
路
に
雪
を
落
さ
な
い
よ
う

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
車
線
は

　
　
　
確
保
し
て

　
　
＊
…
…
屋
根
雪
の
除
雪

　
今
年
の
豪
雪
で
は
、
除
雪
し
た

ば
か
り
の
道
路
に
、
屋
根
雪
を
投

げ
落
と
し
車
が
通
れ
な
く
な
っ
た

所
が
で
ま
し
た
。

　
万
一
、
近
所
に
火
事
が
起
き
た

ら
ど
う
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
豪

雪
の
場
合
は
、
道
路
に
雪
を
落
と

さ
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
落

と
し
た
雪
は
積
む
な
ど
の
工
夫
を

し
て
、
車
が
通
れ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め

に
は
、
お
互
い
に
が
ま
ん
す
る
と

　
　
　
　
　
こ
ろ
は
が
ま
ん
し
、
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「
今
の
若
い
者
は
、
自
己
主
義
で

道
徳
心
が
か
け
て
い
る
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
冬
の
雪
処
理
の

光
景
を
見
ま
す
と
、
大
人
の
方
で

も
人
の
迷
惑
を
考
え
な
い
人
が
多

く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
自
分
の
家
だ
け
が
き
れ
い
に
な

れ
ば
い
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
考

え
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
流

雪
溝
の
水
つ
き
等
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

　
上
流
で
入
れ
て
い
る
雪
を
、
下

流
の
人
た
ち
が
、
必
死
で
上
げ
て

い
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
雪
の
た
め
に
、
流
雪

溝
に
板
な
ど
を
は
め
る
人
が
い
ま

す
が
、
水
つ
き
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
歩
行

者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

静
か
に
走
り
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
て
通
過
し
て

く
れ
る
運
転
手
は
、
な
ぜ
か
と
て

も
良
い
人
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
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嫡
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渡

冬
の
“
水
つ
き
”
は
み
じ
め

　
今
年
の
一
月
、
山
崎
で
は
川
に

雪
が
つ
か
え
、
五
軒
の
人
た
ち
が

床
上
浸
水
の
被
害
に
会
い
ま
し
た
。

　
被
害
者
は
、
凍
り
つ
く
よ
う
な

中
で
、
畳
を
は
ぐ
っ
た
り
、
家
具

を
二
階
に
運
ん
だ
り
の
作
業
に
追

わ
れ
、
こ
の
大
変
さ
は
、
”
言
葉
で

は
言
い
表
わ
せ
ま
せ
ん
。
『

　
肌
に
雪
を
入
れ
た
い
気
持
ち
は

良
く
わ
か
り
ま
す
が
、
時
閑
帯
と

川
の
状
況
を
見
て
、
入
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

す
。
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ゆ
ず
り
合
う
と
こ
ろ

は
、
ゆ
ず
り
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
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　　，　　　　お願い一

萄．響聾
　「駐在さん、この車何とかどかしてもらえん

かのう」例年こんな苦情を何回となく受けま

す。村民に直接影響を及ぼす生活道路の除雪

作業を妨害している車がたくさんあります。

火災や急病人のときに消防車や救急車が通れ

ません。道路は車庫や駐車場ではありません

のでお互いに気をつけましよう。

（
　　　　　　一　　　荒　　屋

　　　　　　　　樋　ロ　勲
　　つ　　　　　ロ　　ド

蟻路上の駐車困りますね

　機械除雪のとき一番困るのが路上駐車です。

夜、遅くなると積った雪のために車が動けな

くなり、車を放置して行く人がいますけれど

も困りますね。

　除雪車を運転していると、どうしても玄関

先の開いている所に雪を入れてしまいますが

その点は交通確保のためですのでご協力を

お願いします。

の
住
民
の
生
活
安
定
と
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
冬

期
間
の
道
路
確
保
が
最
重

点
の
施
策
で
あ
る
と
い
う

認
識
に
立
っ
て
、
道
路
の

除
雪
に
日
夜
懸
命
の
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
道
路
沿
線
に

は
、
幅
員
狭
小
、
家
屋
密

集
の
箇
所
が
多
く
、
皆
様

方
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
豪
雪
を
克
服
す
る
た
め

次
の
点
に
注
意
、
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

○
危
険
防
止

　
除
雪
作
業
中
は
、
機
械
に
絶
対

　
接
近
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

子
供
さ
ん
、
お
年
寄
に
は
特
に
注

意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
崩
危
険
箇
所
が
多
く
あ
り
ま

す
。
異
常
気
象
時
に
は
、
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
排
雪
場
所
の
確
保

　
除
雪
作
業
に
伴
い
、
排
雪
場
所

（
道
路
脇
）
が
心
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
各
部
落
（
地
区
）
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
排
雪
場
所
が
確
保
で
き
な

い
場
合
は
、
除
雪
作
業
中
止
も
余

義
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
沿
線
関

係
者
に
は
特
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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」～
む
だ
な
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
～

　
私
た
ち
の
暮
し
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

　
日
本
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

七
割
を
石
油
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
石
油
の
九
九
・
八

％
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
事
な
石
油
も
、
昭
和

四
十
八
年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ

ッ
ク
以
前
は
、
一
バ
ー
レ
ル
（
一
．

五
八
・
九
三
四
4
）
当
り
ニ
ド
ル

程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和

五
十
六
年
に
は
、
一
バ
ー
レ
ル

当
り
約
三
十
六
ド
ル
に
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
国

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
石
油
依
存
度

を
低
く
す
る
た
め
に
、
石
油
に

か
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
分
の
間
は
、
石

油
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
の
石
油
も
、
こ
の
ま
ま
消

費
し
続
け
る
と
、
あ
と
約
三
十

中里村長選挙7
上村賢造氏再選

年
で
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　
こ
の
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

使
う
た
め
に
、
私
た
ち
の
生
活
に

ム
ダ
な
面
が
な
い
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
・
つ
o

台所やお風昌の水・
お湯の使い方を工夫
していますか？

　　　　海

　　　　　匠

　　　「

お風呂はつぎ？ぎに

入っていますか7

罰あ
　　’　u

　応、

畷房はしすぎていま

せんか7

　　　黛

ストーブなどは時々
手入れをしています

か7）㊥

不要な電灯はこまめ
に消していますか？

　　　　）

見たい番岨が鋒わっ
たらテレビをけしま

すか7

～画

鰻

　任期満了に伴う中里村長選挙は、11

月29日に行われ、即日開票の結果、現

職の上村賢造氏が再選されました。

☆投票率　　　　94．33％
　　　　　　（前回95。81　％）

☆開票結果

上村賢造（69）自由民主党2，782票

　高橋幸作（72）無　所　属2，069票

　　　　　　　　　　　　　　　　！

★
ケ
チ
る
こ
と
で
は

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
〃

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
使
う
べ
き

と
こ
ろ
を
使
わ
ず
に
が
ま
ん
す
る

と
か
、
ケ
チ
ケ
チ
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
暮
し
に
必
要
な
も
の
は
使
い
な

が
ら
、
ム
ダ
を
な
く
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と

で
す
。

裸諺轍難・
印鑑証明による事故を未然に防

ぐために、11月1日から従来の直

接証明方式から間接証明方式に切

り替え作業を行っています。皆様

のご協力により作業は順調に進ん

でいます。

　しかし、登録替えに代理の方が

来ますと登録意志の確認をするた

め、保証書や代理人通知が必要に

なり、手続きをすぐにできない場

合がありますので、できるだけ本

人がおいでください。手続きにつ

いては、　「広報なかさと」10月号

をご覧ください。

冬
期
間
の
成
人
病
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
保
温
に
十
分
注
意
を
”

　
寒
さ
は
高
血
圧
の
敵

　
い
よ
い
よ
寒
さ
の
き
び
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
冷
え
や
寒
さ

は
血
管
（
動
脈
）
を
収
縮
さ
せ
、

血
液
の
流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
全
身
に
血
液
を
送
り
と

ど
け
る
心
臓
の
ポ
ン
プ
が
、
無
理

を
し
て
圧
力
を
あ
げ
る
た
め
高
血
圧

と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
高
血

圧
は
心
臓
に
負
担
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
動
脈
硬
化
、
脳
卒
中
な

ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
日
ご
ろ
か
ら
高
血
圧
気
昧

の
人
は
、
保
温
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
・
つ
。

・
室
内
の
保
温
、
竃
c
以
下
に
な

　
っ
た
ら
ス
ト
ー
ブ
を
た
き
ま
し

　
ょ
う
。
居
間
だ
け
で
な
く
ト
イ

　
レ
、
ふ
ろ
の
脱
衣
場
等
の
保
温

　
に
も
気
を
配
り
た
い
も
の
で
す
。

・
夜
間
、
便
所
に
お
き
る
時
は
一

　
枚
よ
け
い
に
は
お
り
ま
し
ょ
う
。

。
外
出
す
る
時
は
、
一
枚
余
分
に

　
重
ね
着
を
し
た
り
、
帽
子
、
え

　
り
巻
き
を
つ
け
る
等
心
が
け
ま

　
し
ょ
・
つ
。

　
以
上
の
よ
う
な
保
温
対
策
の
他

に
、
よ
り
積
極
的
な
方
法
と
し
て

適
度
な
運
動
（
体
操
）
と
乾
布
ま

さ
つ
を
す
す
め
ま
す
。

　
運
動
は
一
時
的
に
血
圧
を
上
げ

ま
す
が
、
体
に
無
理
で
な
い
限
り

血
管
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
血
圧
を

下
げ
る
作
用
を
し
ま
す
。
し
か
し

突
然
思
い
出
し
た
よ
う
に
激
し
い

運
動
を
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

あ
く
ま
で
も
自
分
の
体
力
を
考
え

例
え
ば
体
操
、
散
歩
な
ど
毎
日
続

　
　
　
　
ヤ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
乾
布
ま
さ
つ
は
、
タ
オ
ル
で
心

臓
に
遠
い
手
足
か
ら
徐
々
に
心
臓

に
む
け
て
皮
膚
を
こ
す
り
ま
す
。

五
分
間
な
ら
五
分
間
、
毎
日
欠
か

さ
ず
続
け
る
と
、
寒
さ
に
対
す
る

抵
抗
力
が
つ
き
、
少
し
く
ら
い
の

寒
さ
で
は
血
圧
は
ビ
ク
と
も
し
な

く
な
り
ま
す
。

　
寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り

を
！

「鳳、『
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☆
肩
ざ
ぷ
と
ん

　
か
け
ぷ
と
ん
が
厚
い
と
、
ま
く

ら
と
ふ
と
ん
の
間
に
す
き
間
が
で

き
て
寒
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
お

す
す
め
し
た
い
の
が
肩
ざ
ぷ
と
ん

で
す
。

　
使
い
古
し
た
毛
布
や
、
赤
ち
ゃ

ん
用
の
毛
布
を
縦
五
十
セ
ン
チ
、

横
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
き
さ

に
仕
立
て
、
首
に
あ
た
る
部
分
を

丸
く
切
り
あ
け
て
、
大
き
な
よ
だ

れ
か
け
の
よ
う
に
作
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
か
け
ぷ
と
ん
の
下
に
か

け
れ
ば
、
肩
の
あ
た
り
に
す
き
間

が
で
き
ず
、
と
て
も
暖
か
く
な
り

ま
す
。

お
父
さ
ん
〃
“

飲
ん
だ
ら
．
．
．
．
：

　
　
　
　
乗
ら
な
い
で

十
二
月
は
、
忘
年
会
な
ど
何
か

と
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
や

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
事
故
が
ふ

え
ま
す
。

　
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思

っ
た
の
で
」
　
「
少
し
し
か
飲
ん
で

い
な
い
か
ら
」
　
「
ひ
と
休
み
し
て

酔
い
が
さ
め
た
と
思
っ
た
か
ら
」

ー
こ
れ
が
、
酒
酔
い
お
よ
び

酒
気
帯
び
運
転
者
の
〃
自
己
弁
護
〃

の
主
な
も
の
で
す
。

　
酒
を
飲
む
と
自
分
で
は
、
気
ず

か
な
い
の
で
す
が
、
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
の
が
遅
く
な
っ
た
り
、
ア
ク

セ
ル
、
ク
ラ
ッ
チ
等
の
操
作
に
支

障
を
き
た
す
も
の
で
す
。

　
今
日
も
あ
な
た
が
無
事
帰
っ
て

く
る
の
を
、
家
族
み
ん
な
が
待
っ

て
い
ま
す
。

　
〃
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
〃
〃
乗
る

な
ら
飲
む
な
〃
を
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
《

酒酔い、酒気帯び運転

　検挙者数　10月末

　田沢地区　　15件

　倉俣地区　　7件

　員野地区　　7件

　清津峡地区　5件
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万
一
の
災
害
の
と

　
　
　
　
　
き
、
頼
り
に
な
る
の

間
一
が
難
馨

　
　
　
訓
掛
け
建
物
共
済
は
・

月
a
掛
金
が
安
く
と
て
も

進
ス
籍
で
す
．
諸
物
価

　
　
　
5
　
の
上
昇
が
激
し
い
今

推　　
　
～

　
　
　
　
　
日
で
は
、
一
年
掛
け

　
　
　
4
　
の
方
が
・
世
情
の
変

期
惚
化
に
容
易
に
対
処
で

冬
a
韓
射
っ
利
点
が

　
　
　
5

済
一

　
　
　
　
　
　
さ
て
今
年
十
一
月

　
　
　
　
　
末
現
在
、
中
里
村
に

共
お
い
て
も
、
二
件
の

　
　
　
　
大
き
な
火
災
が
あ
り
ま

物
し
た
・
葵
し
た
家
屋

建　　
　
　
の
中
の
家
財
は
、
ほ
と

　
　
　
　
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
く

　
　
　
　
ら
い
運
び
出
す
事
が
で

　
　
　
　
き
な
い
状
態
で
し
た
。

　
充
分
な
補
償
と
い
う
こ
と
は
、

家
財
も
含
め
た
加
入
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
建
物
共
済
は
家
財

家
具
も
含
め
た
時
価
い
っ
ぱ
い
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
家
の
家
財
、
家
具
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
か
！

　
家
財
、
家
具
と
は
住
宅
に
あ
る

す
べ
て
の
物
を
い
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
数
だ
け
で
も
相
当
な
も
の
で

す
。
そ
こ
で
最
近
の
調
査
に
よ
る

評
価
額
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
家
の
家
財
、
家
具
は
、
住
宅

の
再
建
築
価
額
の
七
～
十
割
で
す
。

　
個
人
家
具
…
…
六
割

　
共
通
家
具
…
…
四
割
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
す

　
参
考
と
し
て
平
均
農
家
（
住
宅

面
積
五
五
坪
、
粗
収
入
五
五
〇
万

円
）
の
家
財
価
額
を
例
に
あ
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

個
人
家
具

　
　
　
世
帯
主
　
四
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

　
　
　
世
帯
主
の
妻
四
〇
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

事
　
世
帯
主
の
母
　
七
〇
歳

火
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

　
の
　
高
校
生
　
男
　
十
七
歳

とても怖い冬

　
　
　
　
　
　
三
五
万
円

中
学
生
　
女
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

④
個
人
家
具
計

　
　
　
　
　
五
八
○
万
円

⑧
共
通
家
具
類

　
　
　
　
　
三
〇
五
万
円

合
計
（
④
＋
⑬
）

　
　
　
　
　
八
八
五
万
円
・

　
こ
の
例
は
昭
和
五
十
四
年
調
査

結
果
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
現

在
の
平
均
的
家
庭
で
の
家
財
、
家

具
は
一
千
万
円
を
下
ま
わ
る
こ
と

は
な
い
と
い
え
ま
す
。

　
冬
期
の
引
受
推
進
に
部
落
連
絡

員
が
伺
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て

家
財
に
つ
い
て
も
充
分
な
補
償
を

考
え
、
ぜ
ひ
ご
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。

農
機
具
共
済
も
忘
れ
ず
に

　
農
家
経
営
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
農
機
具
も
大
型
化
が
進
む
に
つ

れ
、
価
格
も
高
額
と
な
り
大
き
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

切
な
農
機
具
を
掛
金
が
安
く
、
火

災
、
落
雷
、
衝
突
、
転
覆
な
ど
、

補
償
の
拡
大
さ
れ
た
損
害
共
済
の

加
入
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

買
い
換
え
の
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
更
新
売
済
を
”

　
何
年
か
後
に
農
業
機
械
を
新
た

に
買
い
換
え
た
い
時
の
た
め
に
、

更
新
共
済
が
あ
り
ま
す
。
更
新
共

済
は
、
火
災
、
自
然
災
害
な
ど
の

万
一
の
被
害
を
補
償
し
な
が
ら
満

期
に
は
年
利
五
彩
の
高
利
側
わ
り

で
満
期
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
仕

組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

覇期
薮獅金

癖○o

少
な
か
つ
た
共
済
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
収
量
も
低
迷

　
今
年
の
稲
作
は
、
雪
融
け
の
遅

く
れ
と
、
五
月
、
六
月
の
低
温
に

加
え
、
夏
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
、
低

温
な
ど
に
よ
り
穂
数
、
粒
数
の
減

少
、
稔
実
歩
合
の
低
下
を
き
た
し

全
般
的
な
低
収
量
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　
イ
モ
チ
病
や
病
虫
害
に
よ
る
被

害
は
、
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

台
風
十
五
号
に
よ
る
影
響
は
大
き

く
、
釜
川
、
七
川
流
域
で
は
収
穫

皆
無
等
の
被
害
が
で
ま
し
た
。
一

昨
年
秋
以
来
の
異
常
気
象
は
今
年

に
入
っ
て
か
ら
も
続
き
、
大
き
な

冷
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の

肥
培
、
稲
作
管
理
等
は
、
特
に
難

か
し
い
年
で
し
た
。

　
共
済
該
当
被
害
と
し
て
は
、
イ

モ
チ
病
な
ど
病
害
虫
被
害
は
少
な

く
、
台
風
に
よ
る
水
害
関
係
が
主

た
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
評
価
業
務
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た

別表

評
価
員
、
連
絡
員
、
評
価
会
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
農
作
業
の
ご
多

忙
の
中
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
確
定
さ
れ
た
損
害
評
価
は
別
表

の
と
お
り
で
、
共
済
金
は
十
二
月

四
日
に
該
当
農
家
の
農
協
口
座
に

振
り
込
み
を
い
た
し
ま
し
た
。

蚕
繭
共
済
損
害

評
価
結
果
に
つ

い
て

　
昨
年
と
同
様
に
大
き
な
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
蚕
繭
は
、
冷
宙
『

豪
雪
に
よ
る
影
響
で
桑
が
不
足
し

夏
・
初
秋
蚕
の
掃
立
箱
数
が
減
少

し
た
も
の
の
、
蚕
の
成
育
状
況
は

近
年
に
な
く
良
好
で
、
平
均
箱
当

た
り
収
繭
量
は
三
十
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
（
平
年
よ
り
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
共
済
事
故
は
、

五
件
、
支
払
共
済
金
、
七
万
三
千

五
百
円
と
昨
年
の
一
割
弱
に
減
少

（Kg当り2，100円）

56年度蚕繭引受

蚕　期 地区数 戸数 共済箱数

春蚕繭 9 30 90．04

初秋蚕繭
（夏蚕期）
（初秋蚕期） 6
1
0
20
29

55．75
114．82

晩秋蚕期 4 9 40．00

計 29 88 300．61

防年崖共済事故

蚕期 件数 減収量 支払い共済金 災害名

春蚕繭 3件 29Kg 60，900円 冷害
胴枯病

濃病
初秋蚕繭 2 6 12β00

計 5 35 73，500

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
と
比

べ
飼
育
管
理
が
良
く
な
っ
た
こ
と

と
、
施
設
を
改
善
し
て
病
気
の
発

生
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
今
後
の
方
向
と
し
て
蚕
室
蚕
具

の
消
毒
、
通
風
乾
燥
を
充
分
に
や

り
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
と
、

桑
園
に
有
機
質
を
多
く
入
れ
る
な

ど
の
肥
培
管
理
に
よ
り
良
質
な
桑

を
育
て
る
こ
と
が
、
収
繭
量
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

農
協
ロ
座
へ
振
り
込
む

　
十
一
月
二
十
五
日
に
、
穂
首
イ

モ
チ
病
一
斉
防
除
農
薬
助
成
金
と

種
籾
農
薬
助
成
金
を
、
各
農
区
長

と
該
当
栽
培
組
合
長
並
び
に
該
当

農
家
宛
農
協
口
座
へ
振
り
込
み
ま

し
た
。
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購鱗浄
　国民年金の加入者は、必ず保険

料を納めなければなりません。し

かし、経済的な事情などで納付が

困難な場合、保険料納付の免除を

受けることができます。免除を受

ければ、万一のときに、障害年金、

母子年金を受給することができま

す。

　しかし、65歳から受ける老齢年

金は、免除された期間をそのまま

にしておくと、その期間の年金額

は保険料を納めた場合の3分の1

になってしまいます。そこで、国

民年金ではこの不利な免除期間に

ついての救済措置として「追納制

度」が設けられています。

　追納とは、免除を受けてから10

年以内であれば、保険料をその当

時の金額で、さかのぼって納める

ことができる制度です。この制度

を利用すれば年金額は、保険料を

納めていた場合と同じ取り扱いと

なります。下記の表は、追納する

としないとの差を表わしたもので

す。25年のうち、10年間の免除が

あるとなしでは、年額で約14万5

千円もの大きな差となります。

　免除を受けた人は、生活にゆと

りができたら、ぜひ「追納」する

よう心掛けましょう。そして、老

後は満額年金を受けて、不安のな

い生活を送りたいものです。追納

の方法など、くわしいことは役場

の国民年金係までおたずねくださ

いo

　　　追繭をすると
　　　　しないとでは大違い

納入状況 年　　金　　頻

25年免除 181，100

5年縞付
20年免除

253，500

10年納付
15年免除

326，000『

15年納付
10年免除

398，400

20圷納付
5年免除

470．900－

25年納付 543，300．

米
づ
く
り
っ
て
大
変
だ
な
あ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
小
、
子
供
ま
つ
り

体
験
農
場
で
の
米
づ
く
り
を
反

省
し
、
子
供
ま
つ
り
を
通
し
て
成

し
遂
げ
た
喜
び
を
味
わ
お
う
と
、

第
二
回
田
沢
小
子
供
ま
つ
り
が
十

一
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
、
昔
の
子
供
た
ち

の
よ
う
に
、
ミ
ノ
、
カ
サ
、
カ
ン

ジ
キ
、
ワ
ラ
グ
ツ
を
身
に
つ
け
、

鳥
追
い
の
歌
と
も
ぐ
ら
も
ち
の
歌

を
歌
い
な
が
ら
、
会
場
に
設
け
ら

れ
た
舞
台
の
回
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
こ
の
後
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た

み
こ
し
が
両
側
か
ら
勢
い
よ
く
飛

び
出
し
、
祭
り
も
い
よ
い
よ
最
高

調
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
一
年
生
か
ら
六
年

生
の
代
表
者
に
よ
る
米
づ
く
り
の

体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
子
供
た
ち
待

望
の
も
ち
つ
き
で
す
。
大
き
な
キ

ネ
を
や
っ
と
も
ち
上
げ
て
の
奮
闘

の
か
い
が
あ
っ
て
、
も
ち
も
う
ま

コな

難
、・3贈

　　　　　　　　　　　瓠
昔の子供たちってこんなかっこうし

く
つ
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
子
供
た
ち
に
よ

る
カ
ラ
ス
踊
り
が
行
わ
れ
、
楽
し

い
一
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

県
貯
蓄
推
進
委
員

ム
五
長
賞
受
賞

　
　
＊
…
倉
俣
小
子
供
郵
便
局

　
昭
和
二
十
四
年
四
月
十
日
か
ら

始
め
ら
れ
た
倉
俣
小
子
供
郵
便
局

が
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
長
賞
を
受

け
、
去
る
十
一
月
九
日
、
新
潟
市

厚
生
年
金
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
代
表
者
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
「
修
学
旅
行
の
た
め
に
」
、
「
中

学
校
に
入
る
た
め
に
」
と
貯
金
の

目
標
を
立
て
、
毎
月
き
ち
ん
と
納

め
た
こ
と
や
、
全
校
生
徒
が
全
員

貯
金
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
小
使
い
の
節
約
や

お
手
伝
い
の
だ
賃
等
で
積
み
立
て

て
い
る
子
供
貯
金
は
、
子
供
た
ち

の
経
済
観
念
や
責
任
感
の
向
上
に

も
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

誌縷、鐡，．嚢瓢藤

鱒脈・’　罰』＿蝋　　鞠働繭

らも貯金にはけんでね

親
子
で
じ
っ
く
り

話
そ
・
つ
○
。

　
　
＊
…
…
家
庭
教
育
講
座

　
十
一
月
十
二
日
、
公
民
館
主
催

に
よ
る
家
庭
教
育
講
座
が
、
小
学

校
入
学
前
の
子
供
を
も
つ
母
親
を

対
象
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
就
学
前
教
育
に
お
け

る
親
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
田
沢
小
学
校
長

滝
沢
雅
利
氏
に
よ
る
「
小
学
校
の

入
学
準
備
と
は
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
滝
沢
氏
は
、
講
演
の
中
で
、
子

供
に
が
ま
ん
強
さ
を
教
え
る
た
め

に
仕
事
を
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
や
子
供
の
話
を
「
ア
ー
ど
う

し
た
と
、
ウ
ン
分
っ
た
分
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
っ
て
は
が
い
が
ら
ず
に
、
ゆ

っ
く
り
と
聞
い
て
や
っ
て
欲
し
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
学
す
る
前
ま
で
に
、

本
を
読
ん
で
や
り
、
二
冊
く
ら
い

は
、
子
供
が
暗
記
す
る
程
何
回
も

何
回
も
読
ん
で
や
る
こ
と
が
良
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　　　　　夫婦で登場芋沢・瀬切和博、洋子さん

　おぐさんは沖縄出身で、だんなさんが静岡の紡績会社へ出稼ぎに行ったとき

同じ会社に勤めていたのが縁でいっしょになりました。

　　初めて中里村に来たときは、「山の中だなあ一と思いました。雪が多くて

驚きました。」「もう少し交通の便が良いといいですね。」

　　お互いのどんなところにひかれましたか？　だんなさん「可愛いくて、明

るいところ」、おくさん「やさしいところ」と話してくれました。だんなさん

は23歳、おくさんは19歳というとても若く明るいお二人でした。

，広報噸ずマと
（7）“b305％．12．10

球技大会開かれる
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
村
民

の
親
睦
と
技
術
の
向
上
を

目
指
し
た
、
村
民
球
技
大

会
が
十
一
月
十
五
日
、
田

沢
小
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
久
し
ぷ
り

の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
十
ニ
チ

ー
ム
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
に

十
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
卓
球
は
、
団
体

戦
の
参
加
が
な
く
、
個
人

戦
で
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
両
体
育
館
の
中

は
、
大
ぜ
い
の
人
た
ち
で
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
、
大
き
な
歓
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　
中
里
村
で
も
、
婦
人
を
中
心
に

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
年
々
活

発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
り
、
村
民
運

動
会
や
、
村
民
球
技
大
会
で
力
を

発
輝
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
冬
に
近
ず
き
、
コ
タ
ツ
が

　
　
恋
し
い
季
節
に
な
り
、
ま
す

　
　
ま
す
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

　
　
で
す
が
、
コ
タ
ツ
に
し
が
み

　
　
つ
い
て
い
な
い
で
、
大
い
に

　
　
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
〔
パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
〕

　
　
　
一
位
ア
ラ
レ
チ
ャ
ン
チ

　
　
　
　
　
ー
ム

　
　
　
ニ
位
　
聖
子
命
チ
ー
ム

　
　
　
三
位
　
田
沢
㈲
チ
ー
ム

〔
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
〕

一
位
　
貝
野
青
年
会
チ
ー
ム

ニ
位
　
田
沢
教
員
チ
ー
ム

三
位
倉
俣
チ
ー
ム

〔
卓
環
〕

・
青
年
の
部

　
一
位
樋
口
正
彦
（
荒
屋
）

・
中
学
生
以
下
の
部

　
一
位
山
本
英
幸
（
山
崎
）

一1糞愈恐」あ（蔓一先生シリース
小
川
久
子
さ
ん
は
、
十

日
町
市
尾
崎
出
身
の
若
く

明
る
い
先
生
で
す
。

ー
趣
味
は

　
「
エ
ー
音
楽
一
般
で
す

ね
。
演
奏
す
る
の
も
聞
く

の
も
好
き
っ
て
感
じ
で
す

清
津
峡
小
学
校

　
小
　
川

久
　
子

じ
よ
う
な
感
じ
の
子
供
た
ち
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
　
一
人
ひ

と
り
と
て
も
個
性
が
あ
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
」

1
教
育
方
針

　
『
人
の
心
を
思
い
や
る
こ
と
の

で
き
る
子
供
」
、
凸
自
律
心
の
あ

蔓

創．
雛．

竃
鳥
駕
育
・

く
の
も
い
い
で
す
ね
。
」

1
清
津
峡
の
印
象
は

　
『
山
の
中
だ
な
あ
ー
と
思
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
村

の
人
に
お
こ
ら
れ
る
か
な
あ
。
」

「
い
い
な
あ
魯
と
思
っ
た
の
は
、

三
世
代
な
い
し
四
世
代
の
家
族
が

い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
」

1
子
供
た
ち
の
印
象
は

　
「
人
数
が
少
な
い
の
で
、
皆
同

1
父
兄
に
望
む
こ
と

　
「
他
人
の
子
も
、
自
分
の
子
も

同
じ
よ
う
に
、
叱
っ
た
り
、
ほ
め

た
り
し
て
や
っ
て
欲
し
い
。
」

1
先
生
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
な
ぜ
か

子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
過
せ
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た，

か
ら
」
と
終
始
笑
顔
で
ハ
キ
ハ

キ
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　鵬　　　　　㈱　　　繍噸　　欄燃剛胴脇舶㈱櫛襯鰯・鰺襯鰯鰯緯榊韓榊韓・跡襯霞鰯・榊鰯牌襲ン櫛榊襯●韓：

　皆様の深いご理解をいただきま

して赤い羽根共同募金は、今年度

も目標を達成することが出来まし

たo

　特に大口募金につきましては、

民生委員の方々から大変な奉仕を

いただき、また、毎年のことなが

ら区長さん隣組長さんにはいろい

ろとお手数をおかけいたしました。

　紙上をおかりして奉仕をいただ

きました皆様に、厚くお礼申し上

げます。

　目標額　　827千円

　実績額　1133千円
　　内訳　戸別募金　771千円

　　　　　大口募金　325千円

　　　　　職域募金　　37千円

　大ロ募金（法人・個人）

10，000円　上村賢造　中里村

農櫨　上村病院　星野建設　保熊

織物　藤田木材　阿部誠三郎

5，000円　鈴木敏雄　吉楽寛一

　仲林薬局　山崎商会　宗家土建

　広田屋商店　山甚商店　福田屋

　商店　新潟計器　大吉商店

　田代屋商店　中里水道　中津商

　店　大村建設　保重織物　丸高

　石油瀬切木材北陸工機広田
　重機朝日屋染工　山城屋商店

　富井電機　倉俣住宅設備　東木

　材　村山興業　清津館　古屋旅

　館　苗場館　清津峡ホテル

　鈴木土建　南雲産業　高橋叡

　三高土木　中新板金　カネキ商

　店　鈴芳建設　滝沢建材　清滝

　勝蔵　林屋旅館　中部建設

　魚沼農産

4，300円　　上原林平

3，000円樟木紐ほか19名

お
願
い
〃
“

　
　
　
も
っ
と
と
ん
で

　
十
一
月
十
四
日
、
貝
野
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
児
童
会
（
若

草
会
）
に
よ
る
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
の
目
的

は
、
自
分
で
工
夫
し
て
作
っ
た
紙

ヒ
コ
ー
キ
で
遊
ぶ
こ
と
で
す
。

・
外
の
冷
た
い
雨
で
ヒ
ン
ヤ
リ
と

し
た
体
育
館
の
中
は
、
子
供
た
ち

の
元
気
な
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
中
に
は
半
袖
に
短
パ
ン
と
い

う
子
供
も
い
て
、
外
の
寒
さ
を
吹

き
と
ば
し
て
い
ま
し
た
。

〔
滞
空
時
間
〕

　
一
位
　
井
ノ
川
勝
　
七
秒
五
　
六
年

、
二
位
　
山
田
靖
弘
　
六
秒
　
　
六
年

三
位
　
村
山
貴
一
　
五
秒
九
　
三
年

赤い羽根
共同募金


